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平成26年度第2回 ｢2020.30｣ 推進懇話会

日 時：平成27年1月30日(金) 14:00～16:30

場 所：日本医師会館 小講堂

参加者：貞永明美 (常任理事)

橋本眞子・縄田智子

(男女共同参画委員会委員)

議事は①日本医師会の医療政策 (日本医師会会長 横倉 義武) ②勤務医の健康支援

(日本医師会常任理事 道永 麻里) の2つであった｡

日本医師会の3つの方針について横倉会長が

直々に, 1.組織を強くする 2.地域医療を支える

3. 将来の医療を考えると講演された｡

第129回定例代議員会で採択された日本医師会

綱領を示され, 日本医師会は①国民の安全な

医療に資する政策か②公的医療保険による国民

皆保険は堅持できる政策かの2点を政策の判断

基準にしていると述べられた｡

その綱領を旗印とし, まず組織を強くする｡ 組織の現状は日本の医師総数の55％, 約

16万6千人が日本医師会員であり, 郡市医師会員は19万3千人と加入会員数に差があることが

示された｡

郡市医師会員の都道府県医師会, 日本医師会への入会の徹底を計り, 会員数を増やす｡

更に, 三層になっている郡市医師会, 都道府県医師会, 日本医師会の相互の情報システムの

再構築, 日本医師会認証カードの普及 (現在806枚発行) 日本医師会ライブラリー電子

書籍化などが, 強化策として示された｡
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次に, 2025年を見据え, かかりつけ医を中心とした ｢まちづくり｣ で地域医療を

支える｡ その中核となるのは ｢かかりつけ医｣ であると強調しかかりつけ医の機能, 役割,

位置付けを示した｡

最後に将来の医療を考える, 少子高齢社会を

目前にし, 国からのトップダウンではなく地域の

行政や, 地域の医師会が主体となって, 地域の

実情に応じた地域ビジョンの策定で, 国民が

必要とする医療が過不足なく, 受けられる社会を

考えてゆくという3つの方針を述べた｡

道永麻里常任理事は, ｢勤務医の健康支援｣ について話されました｡

日本医師会の事業としての勤務医の勤務環境

改善と女性医師の支援の歩みの説明があった｡

平成20年度に勤務医健康支援検討委員会が設置

され, 平成21年, 勤務医の現状と支援のあり方

に関するアンケート調査の実施, 結果の公開,

そしてその結果から, ｢医師が元気に働くため

の7ヶ条｣ ｢勤務医を守る病院7ヶ条｣ ｢職場改善

チェックリスト｣ を開発｡ 更に病院管理者, 産業医に向けての研修, 医師の職場環境

改善ワークショップなどを重ね, 平成26年までに, 検討, 改善を重ね, 勤務医の労務

環境に関する分析, 改善ツールが制作された勤務医環境改善の取り組みが医療法の改正に

まで至った経緯が述べられた｡

女性医師の支援は平成18年度から始まった｡

平成26年度女性医師支援センター事業の事業計画が示された｡

就業継続支援, 再研修, 若い女性医師, 女子

医学生への働きかけ (キャリアモデル提示等),

医学生向け無料情報誌 『ドクタラーゼ』 の紹介

があった｡

日本医師会女性医師支援センター事業の1つ

である, ｢2020.30｣ 推進懇話会, (日本医師会の

活動内容を知ってもらい, 医師会活動への参画

を促す) は中央で開催されていたが, 今後は

都道府県での開催を企画しているとのことです｡
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最後に勤務医・女性医師等の役員枠が創設され, 平成26年度より, 勤務医の立場から,

女性医師の立場から, 理事として2人の先生が日本医師会の会務に参画していると報告が

あった｡

講演の後に, 質疑応答があり, 各々の取り組みや, 課題が語られた｡

取り組みや課題は, 多様な地域の実情を反映したものであると感じた｡ 日本医師会が

高く理念をかかげ, 医療政策をリードしてゆくことは, 重要と考えるが, 都道府県,

郡市の医師会の実情は多種多様であり期待される役割, 果たすべき責務も異なると

いうことを強く実感し, 多様で柔軟性のある地域医師会のあり方を考えていく必要が

あるのではないかと思う｡

今年も雪が気がかりな2020.30推進懇話会でした｡

(文責 橋本 眞子)
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